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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOP／NGENIDOC10400（Ver．4）最終報告書変更届

　　　　　　　　　　　　　　　最終報告書変更届

　　　　　　　　　　　　　　（変更届番号：NMMP／E98／1031）

　（株）東レリサーチセンター名古屋研究部において作成した最終報告書の内容に変更を生じたので変

更届を作成する，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一記一

1．変更する最終報告書

　平成10年度生態影響試験最終報告書

　　試験番号　　　　：NMMP／E98／1030

　　試験名　　　　　：3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オールの藻類（5θノθ肥3孟躍如。∂加。o帰θ加功に

　　　　　　　　　　対す為生長阻害試験

　試験責任者　：株式会社東レリサーチセンター名古屋研究部■■■■

　　運営管理者　　　：株式会社東レリサーチセンター名古屋研究部

　　試験委託者　　　：環境省総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長補佐　

H．変更項目，変更時期及び変更理由

　　2頁に記載．

皿．署名，承認

　　3頁に記載．
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SOPINGEN／DOC／0400（Ver．4）最終報告書変更届

n．変更項目，変更時期及び変更理由

頁（行） 変更前 変更後 変更時期 変更理由

P．12

T．2試験液中

ﾌ被験物質濃

x

暴露72時間が50．7％以下であった。 暴露72時間が42．9～50．7％であった。 2002年6月 入カミス
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s6PINGENIDoclo400（v，，．4）最終報告書変更届

HI．署塩，承認

変更届作成日　　二き0〃之　年砧月えク日

試験責任者（変更届作成者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湿・定年〆月ザ目）

QAU担当者確認：　　　　　　　　　　　　よOo♪一年06月う7日）

運営管理者　承認：　　　　　　　　　　　　　（2㌧吻み年。ク月り！目）

試験委託者：環境省

　　　委託責任者

　　　総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐

　　　　　　承認 勘 ・2年8月夕日）

成者）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　　述　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社東レリサーチセンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋研究部

試験委託者：環境庁

表題　　　　：3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オールの藻類（3θノθ朋s‘溜加。卸rf。。畑砿α凹）

　　　　　　に対する生長阻害試験

試験番号　　：NMMP／E98／1030

　上記試験は環境庁のG　L　P規則に従って実施したものである。

　　　　　　　　　　平成／／年8月ノ0目

運営管理者
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　　　　　　　　　　　　　　信頼性保証証明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社東レリサーチセンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋研究部

試験委託者：環境庁

表題　　　：3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オールの藻類（Sθ1θ朋認測哲oaρrfoo畑〃甜哲）

　　　　　　に対する生長阻害試験

試験番号　　：NMMP／E98／1030

　本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され、本報告書には試験に使用した

方法、手順が正確に記載されており、試験結果は生データを正確に反映していることを下記の

通り確認した。

試験実施状況査察

試験報告書監査

　　　　　　　　　記

　　　　実施日

平成／／年／月／4目

平成〆r年y月G目

平成／／年を月δぎ旧

　信頼性保証担当者

運営管理者および

試験責任者への報告目

平成／r年／月／∠日

平成4年　8月3　日
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試験実施概要

1．表題

2．試験目的

3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オールの藻類（5θ1θ偲舘測阻

oaρがoo盈虚㎜）に対する生長阻害試験

3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オールについて、藻類（Sθ1θ服部羅辺

08ρrfoo切麗㎜）に対する生長阻害試験を行い、生長阻害濃度（EC50）およ

び無影響濃度（NOEC）を求める。

3．適用ガイドライン：本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」

　　　　　　　　　（1984年）に準拠して実施した。

4∫適用G　L　P　　本試験は環境庁のG　L　P規則に準拠した。

5．試験委託者

　名称

　　住所

　　委託責任者

6．試験受託者

　名称

　所在地

7．試験施設

　名称

　所在地

環境庁

（〒100－8975）東京都千代田区霞が関1－2－2

企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐　

：株式会社東レリサーチセンター

　（〒103－0022）東京都中央区日本橋室町3－1－8都ビル内

：株式会社東レリサーチセンター　名古屋研究部

　（〒455－8502）愛知県名古屋市港区大江町9－1
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8．試験関係者：

　試験責任者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

，（平成11年8月2か日）

平成〃年8月／7目）

平成ノ／年　8月　／7日）

（平成！1年3月ノ7目）

（平成ノ1年8月乙。目）

（平成〃年　8》月顛》目）

（平成1’年9月侶目）

9．試験期間：　試験開始目　　　平成10年12月18目

　　　　　　　　暴露期間　　　　平成11年1月12日～平成11年1月15日

　　　　　　　試験終了目　　　平成11年8月3・日

10．保管：

　　試験計画書、生データ、記録文書および試験報告書は、試験報告書作成後10年間、株式会

社東レリサーチセンター名古屋研究部の保管施設に保管する。その後の保管については試験

委託者と協議のうえ決定する。
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要 ヒ
日

試験委託者

環境庁

表　題

　3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オールの藻類（Sθ1θ朋sな㎜oのrfoor熈加励に対する生

長阻害試験

試験番号

　NMMP／E98／1030

試験方法

　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」　（1984年）に準拠

して実施した。

　1）被験物質　　　　：3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オール

　2）培養方式　　　　：振とう培養（100rpm）

　3）供試生物種　　　：5θ1θ朋sな㎜o∂ρrfoo切σ‘α皿（ATCC－22662）

　4）温度　　　　　　：23±2℃

　5）暴露期間　　　　：72時間

　6）試験液量　　　　：100吐（O　E　C　D培地）

　7）照明　　　　　　：4000～50001ux（連続照明）

　8）初期細胞濃度　　：1×104cells／mL

　9）試験濃度（設定）　：対照区、助剤対照区、2．8mg／L、5．Omg／L、9．1mg／L、16．4mg／L、

　　　　　　　　　　　29，4mg／しおよび53．Omg／L

　10）試験液中の被験物質の分析

　　　　　　　　　　：GC法（暴露開始時、終了時）
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結　果

　1）生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度

　　　　EbC50（0－72）ニ28．2mg／L（95％信頼区間：24．4mg／L～33．3m9／L）

　　　　無影響濃度（NOEC（面積法0－72））ニ4．Omg／L

2）生長速度の比較による生長阻害濃度

　　ErC50（24－48）＝42．8mg／Lを越える（〉42。8）

　　無影響濃度（NOEC（速度法24－48））＝23．4mg／L

ErC50（24－72）＝42．8mg／Lを越える（＞42．8）

無影響濃度（NOEC（速度法24－72））ニ23．4mg／L

（上記濃度は、全て暴露開始時の実測濃度に基づく値）
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1　被験物質

1．1名称、構造式および物理化学的性状

　　　名称　　：3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オール

　　　　　　　　　　　（別名　リナロオール、識別符号　L　O　、CAS　No．78－70－6）

　　　構造式

　　　　　　　　　　　　　　　　CH3
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　／CH3

　　　　　　　　　　　CH2＝CHCCH2CH2CH＝C
　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　OH　　　　　　　CH3

　　　分子式　　　　　：CloH180

　　　分子量　　　　　：154．25

　　　沸点　　　　　：198～200℃

　　　比重　　　　　：0．87

　　　水への溶解度　　：溶けない

　　　　　　　　　〔上記の数値はICSC、ECDINの各データベースから引用した〕

　　　　　　　　　　ICSC：International　Chemicals　Safety　Cards

　　　　　　　　　　ECDIN：Environmental　Chemicals　Data　Informati6n　Network

L2　供試試料

　　純度

　　ロット番号

　　供給者

　　供給量

　　入手目

　　外観

98．0％以上

P　A　P5846

25mL×5本
平成10年11月11目
：無色透明液体

L3　被験物質の確認、保管方法および保管条件下での安定性

　1）保管方法

　　被験物質は光遮断した試料保管庫に室温で保管した。

　2）被験物質の確認および保管条件下での安定性

　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトル、NMRスペクトルの測定およびガスクロ

　マトグラフ分析を行い、被験物質の構造と矛盾が認められないことおよび純度を確認した。

　試験終了時にも同様に測定・分析し、試験開始前に測定・分析したスペクトルおよびクロマ

　トグラムと比較した結果、変化は無かった。

　　従って、被験物質は当研究部の試料保管庫に保管中は安定であったと判断された。
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2　供試生物

　試験には、単細胞緑藻類であるSθ1θ朋舘r㎜o∂ρrfoo溜麗㎜を用いた。

　本種は、American　Type　Culture　Collectionより入手したATCC－22662株を、当研究部にお

いて無菌的に継代培養しているものである。

　基準物質（重クロム酸カリウム、試薬特級）による72時間の生長阻害濃度（Ebq50）は、

0．54mg／しであった。

鐘
　試験に供す藻類は試験条件と同じ条件で暴露開始前に3目問培養したものを使用した。培養

後、顕微鏡観察を行ない変形や異常な細胞が現れていないことを確認した。

3　試験方法

3．1　試験条件

　　　以下の条件で試験を行った。但し、試験容器は滅菌したものを使用し、藻類の接種も無

　　菌条件下で行った。

　1）培養方式　　　　：振とう培養（100rpm）

　2）温度　　　　　：23±2℃

　3）暴露期間　　　　：72時間

　4）試験液量　　　　：100mL（OECD培地）

　5）照明　　　　　　：4000～50001ux（連続照明）

　6）pH　　　　　　：暴露期間中、pHの調整は行わなかった。

　7）初期細胞濃度　　：1×104cells／吐

3．2　培地

　　前培養および試験ともに・ECD化学品テストガイドライン1こ示されている培地を調製し、

　滅菌して使用した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table－1（P．16）］

3，3試験容器、藻類培養試験装置および機器

　　試験容器　　　　　　　：300mL容ガラス製三角フラスコ（通気性のシリコン栓付）

　　藻類培養試験装置　　　：伊藤製作所　AGP－150RL

　　光学顕微鏡　　　　　　：ニコン　培養倒立顕微鏡　TMS－F
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p　Hメーター　　　　　：堀場製作所　カスタ二一LAB　pHメーターF－22

粒子計数装置　　　　　コールター社　コールターZ1

粒子計数装置用電解液：アイソトンH

温度計　　　　　　　　　アルコール温度計

照度計　　　　　　　　東京光電（株）　デジタル照度計ANA－F12

3．4　試験濃度の設定

　　本試験の実施に先立って予備試験を行い、その結果を参考にして、本試験では公比L8で、

　2．8mg／L、5．Omg／L、9．1mg／L、16、4mg／L、29．4mg／しおよび53．Omg／しの6段階の濃度区を設

　定した。

3．5試験液の調製

　　本被験物質は水に難溶のため、分散助剤として、藻類に対して毒性の低い硬化ひまし油

　（HCO－50）を用いた。培地に被験物質を溶解して100mg／L溶液（HCO－50濃度：100mg／L）とし、

　これをろ過滅菌して被験物質原液とした。各試験液はろ過滅菌した培地に被験物質原液を

　加え、HCO－50不足分を追加して調製した。濃度区および対照区、助剤対照区毎に4個の試

験容器を用いた・このうち・個はpH測定用とし、試験液の分析や細胞数の計数には用し、な

　かった。対照区には培地を用いた。・培地にHCO－50100mg／Lを加えた助剤対照区を設けた。

　試験液ほ無色透明で、沈殿等は見られなかった。

3．6　試験液の分析

　　試験液濃度の分析はガスクロマトグラフ（GC）法により行った。

　　暴露開始時（菌体混合直後・・時間）および暴露終了時（72時間）に各濃度区3連の試

験容器から試験液を等量ずつ採取し混合後、遠’心分離（2…rpm、23℃、15分）により藻体を

　除去してから分析した。

　　分析法の詳細は添付資料一1（p．26）に示した。



3．7試験操作

　　前培養した藻類の細胞数を計数し、試験液中の細胞濃度が1×104cells／mしになるように、

　前培養液の一定量を試験液の入った容器に添加した。

　　各試験容器を23±2℃の培養装置に設置して試験を開始し、24、48および72時間後に

　細胞濃度を測定した。細胞濃度の測定は各試験容器より試験液0．2mL～L　OmLを採取し、電

　解液（アイソトンII）と混合して全量を20mしとした後、コールタカウンターにより計測した。

　　試験液調製時のpHは3連の他に用意した予備1本についてのみ測定し、各濃度区の暴露

　開始時のpHとした。終了時には各濃度区の3連のうち1本を測定した。

　　試験期間中、培養装置内の温度と照度を1目1回測定した。

4　結果の算出

4．1　藻類生長曲線

　　　各濃度区および対照区の細胞濃度の平均値を時間に対してプロットし生長曲線を作成し

　　た。

4。2　藻類生長阻害濃度の算出

　　次に下記の方法で生長阻害濃度を算出した。

　1）生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度（EbC50）

　　生長曲線下の面積は次の式により算出した。

　　　オ＝摯×ち＋柵1－2瑞×（ら一ら）＋一・＋輪＋筆一2瑞×（猛、）

　　ここで、

　　A　：生長曲線下の面積

　　No：暴露開始時の設定細胞濃度（ceHs／mL）

　　N1：t1時の実測細胞濃度（cells／mL）

　　Nn：tn時の実測細胞濃度（cells／mL）

　　t1：暴露開始後最初に細胞濃度を測定した時間

　　t　n：暴露開始後n回目に細胞濃度を測定した時間

　生長曲線下の面積より各濃度区における生長の阻害百分率（IA）を次の式により算出し

た。
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　　　　　オーオ
　　1■＝　o　　’×100
　　　　　　∠σ

　ここで、

　　Ac：対照区の生長曲線下の面積

　　At：各濃度区における生長曲線下の面積

　各濃度区に対応するIA値からProbit法によりEbC50（0－72）およびその95％信頼区間

を算出した。

2）生長速度の比較による生長阻害濃度（ErC50）

　指数増殖している培養での細胞濃度の平均値から平均の生長速度（μ）を次の式より算

出，した。

　　　　一lnN．一1nN1
　　　μ一
　　　　　　ガη一ち

　　ここで、

　　　N1：t1時の実測細胞濃度（cells／mL）

　　　Nn：t　n時の実測細胞濃度（cells／mL）

　　　t1：暴露開始後最初に細胞濃度を測定した時間

　　　t　n：暴露開始後n回目に細胞濃度を測定した時間

平均の生長速度（μ）より各濃度区における平均生長速度の低下百分率（1、〉を次賦

により算出した。

　　1醒二μ・一μ’×100

　　　　　　μ。

　ここで、

　　μc：対照区の平均生長速度

　　μt：各濃度区における平均生長速度

　各濃度区に対応するIm値からProbit法によりErC50（24－48）、ErC50（24－72）およびそ

の95％信頼区間を算出した。
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4．3　無影響濃度（NOEC）の算出

　　Bartlettの等分散検定、一元配置分散分析（ANOVA）およびDunnettの多重比較検定により

　対照区と比較して、有意差（5％水準）が認められない最高試験濃度を無影響濃度（NOEC）

　とした。

4．4　使用した統計手法

　　Probit法、Bartlettの等分散検定、ANOVAおよびDunnett法はいずれも吉岡義正大分大

　学教育学部教授により生態影響試験のEC50，LC50，NOECを計算するために開発されたプログ

　ラム〔EcoTox－Statics（Version　l．1）〕を用いた。

5　結果および考察

5ユ　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　なし。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　暴露開始時の被験物質濃度は2、1～42．8mg／しであり、暴露72時間の被験物質濃度は1．2～

　26．7mg／しであった。

　　轄薦7舞・8～53・Omg／L）1こ対する割合は・暴露開始時が75・・一81・7％・暴露72時間

が一であった。團　　　　　　　 ［T、b1，2（p．17）］

　　暴露開始時の実測濃度が設定濃度の±20％を越えたので試験結果の算出には暴露開始時

　の実測濃度を用いた。

5．3　藻類生長曲線

　1）対照区および助剤対照区における細胞濃度は72時間の培養でそれぞれ204。6倍、219．1

　　倍に増殖し、試験条件下で正常な生長を示した。

　2）最低濃度区（2、1mg／L）では72時間の培養で細胞濃度が204．8倍に増殖し、対照区と同程

　　度の生長を示した。

　3）最高濃度区（42、8mg／L）では72時間の培養で増殖は僅かであり、大幅な生長阻害が見られ

　　た。

　4）上記以外の4濃度区（4．Omg／L、7、2mg／L、13．4mg／L、23．4mg／L）では72時間の培養で濃

一14一



度依存的に生長阻害が見られた。 ［Table3（P．18），Figure1（P．23）］

5、4　生長阻害濃度（EC50）および無影響濃度（NOEC）

　1）生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度（EbC50）

　　EbC50（0－72）は28．2mg／しであり、その95％信頼区間は24．4mg／L～33．3mg／しであった。

　　対照区と比較して有意差が認められない最高試験濃度（無影響濃度（NOEC））は、4．0、g／L

　　（NOEC（面積法0－72））であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（P・19），Table5（P．20），Figure2（P．24）］

2）生長速度の比較による生長阻害濃度（ErC50）

　ErC50（24－48）とErC50（24－72）は、いずれも＞42．8mg／しであった。

　対照区と比較して有意差が認められない最高試験濃度（無影響濃度（NOEC））は、それぞ

れ23．4mg／L（NOEC（速度法24－48））、23．4mg／L（NOEC（速度法24－72））であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（P・19），Table5（P．20），Figure3（P．25）］

5．5　温度およびpH

　　72時間の暴露期間中の藻類培養試験器内の温度は22．5～23．2℃であり、その平均温度は

　23、0℃であった。

　　試験液のpHは暴露開始時が7・3～7・4であり、試験終了時が7．7～9．3であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table6（P。21），Table7（P．22）］

以　上
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Table1 OECDmedium

Nutr　i　ent　sal　t　s

H3BO3

MnC12・4H20

ZnC12

FeC13・6H20

Na2EDTA・2H20

C・C12・6H20

Na2M・04・2H20

CuC12・2H20

CaC12・2H20

NH4Cl

KH2PO4

NaHCO3

MgC12・6H20

MgSO4・7H20

Concentration　　m　／L

0．185

0．415

0．003

0．08

0．1

0．0015

0．007

0．00001

18

15

1．6

50

12

15
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Table2． MeasuredC・ncentrati・ns・f3，7－DimethyH，6一・ctadien－3一・IDuringa72－H。ur

Exposure　of　3θ1θ刀∂sオrα加　o∂ρrfoor刀〃オα加

　　　Nominal

Concentration

　　　　（mg／L）

Measured　Concentration　（mg／L）

O　Hour　　Percent　of　　　72　Hour　　Percent　of

　　　　　　　　　　Nominal　　　　　　　　　　　　　Nominal

Control 〈0．5 〈0．5

Disp．Ctrl 〈0．5 〈0．5

2．8 2．1 75．0 1．2 42．9

5．0 4．0 80．0 2．4 48．0

9．1 7．2 79．1 4．3 47．3

16．4 13．4 81．7 7．8 47．6

29．4 23．4 79．6 14．9 50．7

53．0 42．8 80．8 26．7 50．4
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Table3． CeHDensityof5θ1θη∂s血盟。∂ρがoor熈甜加

　　Measured
Concentration
　　　（mg／L）

Cell Density（×104cells／mL）

No． O　Hour 24　Hour　　48　Hour　　72　Hour

Contro1
－
∩
乙
3

1．00

1．00

1．OO
2
7
0

乳
a
＆

41．9

37．1

38．4

221．3

195．1

197．3
Average

　S．D．

1．00

0．00

7．3

0．63

39．1

2．48

204．6

14．51

Disp．Ctr1
－
∩
乙
3

1．00

1．00

1．00

6
5
Q
U

巳
a
a

31．5

34．7

37．4

189．3

226．2

241．9
Average

　S．D．

1．00

0．00 　
3
3
6

α
住

34．5

2．98

219．1

27．00

2．1 1
9
ム
3

1．00

1．00

1．00

6．6

5．9

6．8

31．9

30．2

33．5

9
3
∩
乙

8
1
4

8
1
1

1
∩
乙
2Average

　S．D． 0
0
0
0
1
0
6
0

4

49

3！．8

1．65

204．8

13．87

4．0

－
∩
乙
Q
U

1．00

1．00

1．00

6
8
∩
乙

a
a
a

28．7

30．4

34．0

177．2

188．4

215．8
Average

　S．D．

1．00

0．OO 　
O

Q
」
つ
0

「
D
O

　
0
1
7
1
2

3 193．8

19．86

7．2 1
2
り
D

1．OO

1．OO

1．00
6
8
2

α
a
a

32．8

30．2

29．1

182。2

189．3

172．4
Average

　S．D．

1．00

0．00 　
7

∩
乙
3
6
0

30．7

1．91

181．3

　　8．47

13．4 1
2
3

1．00

1．00

1．00
7
3
0

a
a
巳

26．2

24．2

24．7

177．7

172．0

156．2
Average

　S．D． 0
0
0
0
1
0

　
4
4
3
5
0

25．0

1．01

168．6

11．14

23．4 、
⊥
2
3

1．00

1．00

1．00

0
∩
乙
4

4
4
4

22．7

19．7

19．8

！19．4

104．8

90．7
Average

　S．D．

1．00

0．00 　
9

∩
乙
1
4
0

20．7

1．69

105．0

14．32

42．8 1
2
3

1．00

1．00

1．00

4．1

4．2

4．2

14．7

14．4

15．1

84．1

66．7

69．3
Average

　S．D．

1．OO

O．00 　
2
1
0
4
0

14．8

0．34

73．4

9．36

Eachvaluerepresentsthemean・fthreesamplec。unts．
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Table4． Growth
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Inhibiti・n・f5θ1θ刀8s帥盟・∂ρT∫・・溜〃伽

　　Measured

boncentration

Area

~　104

Inhibition

@　　（％）

Rate Inhibition

@　　（％）

Rate Inhibition

@　　（％）

（mg／L） No． A（0－72h） I　A（0－72h） μ（24－48h） I　m（24－48h） μ（24－72h） I　m（24－72h）

1 3774 0．0732 0．0713
Contro1 2 3333 0．0710 0．0701

3 3422 0．0654 0．0668
Average 3509

一 0．0699 一 0．0694 一
1 3100 O．0723 0．0735

Disp．Ctr1 2 3642 0．0701 0．0741
3 3903 0．0713 0．0745
Average 3548 一1．11 0．0712 一1．84 0．0741 一6．70
1 3131 0．0657 0．0699

2．1 2 3340 0．0680 O．0746
3 3477 0．0662 O．0718
Average 3316 5．50 0．0667 4．64 0．0721 一3．87
1 2890 0．0682 0．0720

4．0 2 3071 0．0689 0．0724
3 3494 0．0711 0．0740
Average 3152 10．19 0．0694 0．78 0．0728 一4．90
1 3071 0．0670 0．0692

7．2 2 3075 0．0684 0．0725
3 2855 0．0643 0．0692
Average 3001 14．50 0．0665 4．80 0．0703 一1．31
1 2837 O．0634 0．0716

13．4 2 2713 0．0631 0．0724
3 2526 0．0662 0．0716
Average 2692 23．29 0．0642 8．10 0．0719 一3．53
1 2013 0．0724 0．0708

23．4 2 1771 0．0645 0．0671
3 1608 0．0629 0．0632
Average 1797 48．78 0．0666 4．71 0．0670 3．44
1 1401 0．0530 0．0628

42．8 2 1187 0．0518 0．0578
3 1234 0．0538 0．0587
Average 1274 63．69 0．0529 24．35 0．0597 13．92
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Table5． Calculated　EC50　an（i　NOEC

Base（i　on　IA　value

Calculated

　　Value

　　（mg／L）

　　　95－Pel・cent

Confidence　Limits
　　　　　　（mg／L）

EbC50（0－72） 28．2 24．4　　～　　33．3

NOECb（0－72） 4．0

Base〔i　on　Im　value

Calculated

　　Value

　　（mg／L）

　　　95－Percent

Confidence　Limits
　　　　　　（mg／L）

ErC50（24－48） ＞42．8 ～　　　　＿

NOECr（24－48） 23．4

ErC50（24－72） 〉42．8
～　　　　＿

NOECr（24－72） 23．4
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Table6． DailyTemperatureinthelncubati・nChamberDuringa72－H。urExp。sure

Exposure　Period

　　　　（Hours）

Temperature

　　　　（℃）

0
22．5

24 23．2

48
23．2

72
23．2

Average
23．0
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Table7． pHValuesatO－H・urand72－H・urExp・sure

　　Measure（i

Concentration

　　　　（mg／L）

pH

O　Hour 72Hour

Contro1

1鰻羅liI
黒

黒

黒

黒 鷹

載

載
7．2

皿

黒

藻
黒

黒

鷺

黒

黒 黒

黒

42．8 7．4

載
7．7
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Figure1 Alga1GrowthCurveof5θ1θ朋s加加。θρガoo加〃伽
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Figure2 C・ncentrati・n－lnhibiti・nCurve・f3θ1θ刀∂s帥盟・θρrf・・rη〃吻based・nIA
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Figure3 C・ncentrati・n－lnhibiti・nCurve・fSθ1θ刀85伽加・∂ρrf・・r厩惚based。nlm
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試験液の分析方法

L試験液の分析方法

　3連の試験容器より試験液各L　O～2。OmLを採取し、合わせて遠心分離する。その上澄み液

　L　O～2．0証程度をバイアル瓶に採取する。

　GCのオートサンプラーにセットして一定量を自動注入する。

　検量線から被験物質濃度を求める。

2．ガスクロマトグラフィー（GC）測定条件

　カラム　　　　：TC－17、0．53mmID×15m

　カラム温度　　：70℃

　検出器　　　　：F　I　D

　検出器温度　　：260℃

　注入口温度　　：260℃

　注入量　　　　：1μL

　キャリアガス　：He

　流量　　：20mL／min（室温）

3．検量線

　定量限界付近から予想測定濃度が含まれる5ポイントの標準液を測定し、直線性を確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Figure1（P．28）］

　測定日毎に100．Omg／しの標準溶液を測定して、その面積値を用いて検量線を作成した。

4．添加回収率

　試験培地に標準液の一定量を添加して、回収率を求めた。

　3，7一ジメチルー1，6一オクタジエンー3一オール50mg／しの回収率は99．8％であった。

5クロマトグラム

　代表的ないくつかのクロマトグラムを示した。

［Figure2（P．29～P．34）］
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Figure1 Calibrati・nCurve・f3，7－Dimethy1－1，6一・ctadien－3一・1byGCAnalysis
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Fi　gure　2　　Representat　ive　chromatograms
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Figure2　　Continue〔i

　　（3）　Control　；　O　h
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Figure　2　　Continued

　　（5）　Dispersant　Contro1　；　O　h
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Figure2

　　（7）2．8
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Figure2

　　（9）16．4
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Figure2

　　（13）53．
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